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Abstract 
The purpose of this study was to clarify the use of big books as supplement teaching aids in music classes for 
kindergarten children through the lower grades of primary schools, particularly the combination of big books and 
textbooks. The study focused on descriptions extracted from the American music textbook series Silver Burdett 
Making Music (2008) and its auxiliary big books employed as teaching materials. The findings were as follows. First, 
using big books together with textbooks is connected to developing skills for reading and listening to music. Second, 
big books are used in the beginning and middle sections of classes. Third, it was evident that textbooks are used for 
teaching advanced knowledge and skills. 
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本研究ではその中でも，2002 年に Pearson Scott Foresman 社から出版された音楽教科書シリーズ Silver 








たものであるといわれている。その後アメリカにて，1980 年代後半に Whole language（全体的言語指導）
という英語教授法が提唱された際，クラス内の児童全員に作品世界を分かち合わせるためにビッグブック
が多用されるようになった。 
Whole language のもととなっているのは，J. Piaget（1896～1980）や L. S. Vygotsky（1896～1934）らによ
る構成論である。彼らは，知識は他者ないし環境との相互作用を通して内部から構成されるのであり，教
科書やワークブックを使用した人為的・行動主義的な学習によって身につけるべきではないということを
主張した。そして，この主張に賛同した心理言語学者 Kenneth Goodman や絵本作家 Joy Cowleyらは，読み
書きに関する理論の構築や教育現場での実践的研究を重ね，教師による読み聞かせや子ども同士での朗読
が可能なビッグブックを生み出した。 
 ビッグブックは，教室で複数の児童と一緒に見たり読んだりすることができるよう，1 辺が 50～80cm ほ








Ⅱ Making Music シリーズについて 
1）概要 
Making Music シリーズの出版元は，アメリカの大手教科書出版社のひとつ Pearson Scott Foresman 社であ
る。2002 年に出版されたのちに，2005 年と 2008 年に改訂されており，2008 年改訂版は，Pre-K と Grades K-8





Making Music シリーズでは，Grade-6 までと Grades 7-8 で異なる単元構成がなされているが，ここでは，
本論文に関連の深い Grades K-6 に関して述べる。 
Grades K-6 の教科書には，まず大枠として，12 の単元 Unit が設定されている。前半の 6 つの単元は「音
楽づくりへのステップ Step to Making Music」という名称でまとめられ，音楽の基本的知識や技能を身につ
けるための連続的教育を目的としており，掲載順に学習すれば，徐々に音楽に関する基本知識について理
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各単元の下には，12 前後の題材 Lesson が設けられている。それぞれの題材の中では，1 曲以上の楽曲お









表 1 題材の概要を示した一覧表の例 

















 ・歌唱  ・創作 
 ・器楽  ・聴取 


























・歌唱（Singing）         ・創作（Creating） 
・聴取（Listening）      ・器楽（Playing） 
・分析（Analyzing） 
・評価（Evaluating）  
・動作（Moving）   
・読譜（Reading）         など 
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Ⅲ Making Music シリーズにおけるビッグブック 
 Making Music シリーズの Grades K-2 には，各学年に 1 冊ずつ，計 3 冊のビッグブックが付属している。
ビッグブックは，教科書に掲載されている内容の抜粋によって構成されている。以下，Grade-K の教科書
およびビッグブックを例に挙げて述べる。 
Grade-K の生徒用教科書には 12 の単元があり，さらにその下に 12 ずつの題材が設けられている。した
がって，合計 144 の題材が設けられているが，そのうちビッグブックに併載されている題材は，各単元か
ら等しく 5 つずつ，計 60 存在する。ビッグブックにのみ掲載されている題材は存在せず，あくまでも，教
科書に掲載されている各題材の抜粋によって，ビッグブックは構成されている。 
なお，Making Music シリーズが学校現場で使用されていたのと同時期の 2005 年に，McGraw-Hill 社から
も音楽教科書 Spotlight on Music シリーズが発刊されているが，このシリーズにおいても，補助教材の 1 つ
としてビッグブックが付属している。さらに，算数や理科といった音楽以外の教科においても，ビッグブ



















まず，ビッグブックに掲載された 60 の題材のみを抽出し，＜音楽的要素＞と＜音楽的技能＞の 2 観点か
ら，学習内容の分類および集計を行った。そして，ビッグブックの学習内容別題材数，および全題材数に
対する割合を算出した。＜音楽的要素＞については図 2 に，＜音楽的技能＞については図 3 に，それぞれ
結果を示す。 
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の題材について，＜音楽的要素＞と＜音楽的技能＞の 2 観点で学習内容を分類し，図 2 および図 3 と同様
に，題材数および全題材数に対する割合を算出した。図 4 および図 5 に，その結果を示す。 
 
  
  図 4 教科書における学習内容＜音楽的要素＞   図 5 教科書における学習内容＜音楽的技能＞ 
 
図 2 と図 4 の結果をもとに，＜音楽的要素＞の観点から学習内容の偏りを比較した結果を図 6 に示す。 
 
 
図 6 学習内容別題材数の比較＜音楽的要素＞ 
 図 6 から，＜音楽的要素＞の場合，取り上げる学習内容の偏り方は，教科書とビッグブックの間でほぼ
変わらないということがわかる。すなわち，「リズム」が学習の主軸となり，次いで「旋律」「音色」に関
する学習を行うことで，音楽の基本的知識や感覚を養う流れが垣間見られる。 
次に，図 3 および図 5 をもとに，＜音楽的技能＞の観点から，学習内容別題材数を比較した結果を図 7
に示す。 
 






















































































載率）を学習内容ごとに算出し，その結果を図 8 および図 9 に示した。教科書には 144 の題材が掲載され






図 8 ビッグブックへの学習内容別併載率＜音楽的要素＞ 
 
 
図 9 ビッグブックへの学習内容別併載率＜音楽的技能＞ 
 
図 8 では，「形式」「テクスチュアと和声」の 2 要素が，全体の併載率から大きく値を変化させているの




図 8 と比較すると，図 9 の併載率のばらつきは顕著である。もともと Grade-K の教科書でほとんど取り
上げられていなかった「即興」を除いて考えた場合，全体の併載率との差が 10%以内の技能は，「動作」




















































































表 2 ビッグブックから省略された教科書の内容  
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2 Making Music シリーズの単元構成について，今回は Unit および Module のことを「単元」，Lesson のこ
とを「題材」と訳している。 
3 2000 年代には，Macmillan/McGraw-Hill 社の Elementary Reading Treasures シリーズやHoughton Mifflin 社
の Math シリーズなど，アメリカ国内の大手教科書出版社が，補助教材としてビッグブックを編集・発
行している。 
4 Unit12／Lesson8 だけは，1 つの題材に 3 ページが費やされている。1 ページ目はビッグブックに併載さ
れたページで，残りの 2 ページには，楽譜がそれぞれ 1 曲ずつ掲載されている。 
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